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１．なぜ日本人は民族問題が分からないのか
＊多くの日本人は、「日本人」、「日本民族」というものを自明のものだと捉えていて、古来よりずっと続いてきた、実体のあるまとまりだと考えているが、これは間違い
＊歴史的に考察してみると、「民族」という概念は、精々250年ぐらい前しか遡れない。例えば、室町時代に京都と東北に住んでいた人達が、同じ「日本人」、「日本民族」という意識があったかどうかは確認できない。これはロシアやドイツ、イギリスやフランスも同じ
＊「民族」は現代になっても新たに生まれたり、解体したりしている
＊ウクライナ東部に住む人々の民族意識は、内戦の前と後とでは劇的に変わった。2014年2月の時点までは、ウクライナ東部に住んでいたのは、殆どがロシア語を話し、宗教はロシア正教会、ウクライナのパスポートは持っているものの、自分の人種について考えてみたことが無かったと思われるが、今ではドネツクやルガンス（いずれも東部の州）にいる人は、ほぼ間違いなくロシア人と答える（「５．民族理論でウクライナ問題を読み解く」にて詳述）
＊中東では、「シーア派」のアラブ人という新しい民族が生まれつつある
＊沖縄に起きているのは、単に米軍基地をめぐる問題だと、殆どの日本人は思っているが、実は民族意識をめぐる亀裂の深まりがその根源にある。この状態がこのまま放置されれば、沖縄は、自分たちは独自民族だという意識を持つ可能性がある（「６．民族理論で沖縄問題を読み解く　―――　アントニー・スミス「エトニー」概念から考える」で詳述）
＊民族のアイデンティティの核となるものには、「原初主義」、「道具主義」という二つの大きく異なる考え方がある
＊現在、学術的には「道具主義」が圧倒的に主流だが、日常的な使い方においては原初主義的な考え方の方が一般的。
①「原初主義」とは；
＊民族とか、国家には、その源に何かしらの実体があるという考え方。例えば言語が源になる、また、肌の色や骨格など生物学的、自然人類学的な違いに境界を求めると人種主義に近づく。日本列島に住んでいるから日本人、インドに住んでいるならインド人というのであれば住んでいる地域が民族の原初になる。このほかにも宗教や経済生活、文化的共通性など「動かざるもの」を共有するのが民族という考え方です
＊多くの人は、この原初主義的な民族のイメージを持っているが、言語にしても、人種にしても、文化にしても、歴史的に源をたどっていくと、複数の「民族」にまたがっていたり、境界が曖昧だったり、住んでいる場所も移動していたり、矛盾する事例が沢山出てきてしまう
②「道具主義」とは；
＊「民族とは作られたもの」だと考えるのが道具主義の立場
＊国家のエリート、支配層が統治目的のために、支配の道具として、民族意識、ナショナリズムを利用した
＊道具主義を代表する学者が、ベネディクト・アンダーソンで、彼の著書「想像の共同体」で、「国民とは、イメージとして心に描かれた想像の共同体である」と定義しています。つまり国民、民族とは政治によるフィクションだと説いたのです
２．民族問題の専門家スターリン
＊「原初主義」に立脚した民族理論の中で、一番現実の政治に影響を与え、なおかつある程度、現象を説明できるのは、実はスターリンの民族定義である
＊スターリンは、グルジア（現在のジョージア）のゴリという町の生まれであるものの、グルジア人ではないらしい。ゴリという町はアルメニア人の多い町であり、スターリンの本名である「ジュガシヴィリ」という名前はオセチア人に多い名前。また、スターリンの父親は靴職人をやっていて、グルジアでは靴職人になるのはオセチア人が多かった
＊オセチア人というのはコーカサスの山岳地帯に住んでいて、自らを「アラン人」と称し、古代スキタイ文明の末裔と思っている。従ってオセチア人というのはペルシャ系である。彼らはもともとイスラム教徒だったのだが、ロシアがコーカサスに入った時にロシア正教に改宗した。現在もオセチア人は9割がギリシャ正教徒、1割がイスラム教徒である。帝政ロシアはコーカサスの統治にオセチア人を使っていた
＊すなわち、スターリンは、グルジアに帰化したオセチア人ではないかという説が、今の所一番有力。そもそもスターリン自身が複雑な民族的なアイデンティティを持っていた
＊ソ連（帝政ロシア）がロシアを支配し、他の民族がひどい目に遭っていたというイメージは誤解。ソ連の中心にあって、支配していたのは民族ではなくて、ソ連共産党中央委員会、つまりマルクスレーニン主義というイデオロギーであった
＊スターリンが民族問題を重視したのは、ロシア革命の本質にもかかわっている。世界各国（日本も含む）の共産党機関紙には「万国の労働者よ、団結せよ。万国の被抑圧民族よ、団結せよ」というスローガンを掲げられているが、このスローガンは矛盾している。階級と民族とは関係がないはず。例えばインドでは、抑圧しているのはイギリス人、被抑圧民族はインド人だとして、インド人の中には資本家も、労働者も、農民もいます。この矛盾に敢えて目をつぶったのがスターリン。革命に民族運動のエネルギーを持ち込もうとした訳です
＊スターリンは、イスラム教徒であるスルタンガリエフを抜擢して、中央アジアでの革命運動を統括させ、民族運動の高まりを革命に利用しようとしました。中央アジアの革命運動では、革命は西方の帝国主義者に対するジハードとしてアジった結果、イスラム勢力の力が予想以上に強くなってしまった。今のトルクメニスタン、ウズベキスタン、キルギス、タジキスタン、カザフスタンは、トルコ系の人たちが住んでいる土地を意味するトルキスタンと呼ばれていた
＊そこでスターリンは、言語の若干の違いに注目して民族を分け（カザフ人、キルギス人、など）国境線を引いてしまった。つまり、言語の違いという原初主義的な基準を持ち出して、国境線を引き、人工的に民族を作り出すという「道具主義」そのものの手法を駆使したことになります。また、フェルガナ盆地という肥沃な穀倉地帯を、敢えてタジク、ウズベク、キルギスに三分割して、水の利用券などを巡って互いに衝突するように仕向けることまで行っています。それらによって、トルコ系とか、イスラムといったアイデンティティで一つにまとまらない様に手を打っていった
＊バルト3国では、歴史的に強力な帝国を築いたことのあるリトアニアには、反発したら大変だということでロシア人の入植をほとんどしませんでした。この結果、ソ連崩壊時点でリトアニアのロシア人比率が10%に対して、ラトビアは51%、エストニアは40%となっています。また、ラトビアのロシア人は国中に散らばり都市部に多く分布しているのに対し、エストニアでは東部だけに集中させる、など細やかな民族政策をたてています
スターリンの民族理論とは；
民族とは、「言語」、「地域」、「経済生活」および「文化の共通性」によって現れる「心理状態の共通性」を基礎として「歴史的に生じた人々の堅固な共同体」である
＊この理論に従えば、ユダヤ人は民族ではないことになる。何故ならユダヤ人は住んでいる地域によって使う言語が異まっている。
＊この理論に立てば、言語、地域、経済をバラバラにしてしまえば民族は解体できることになる。スターリンがしばしば厄介な民族の強制移住を行ったのは、この理論に立脚している
＊このスターリンの民族理論は、そのままソ連の国家体制の基礎となりました。スターリンはソ連国内の民族的共同体を、「民族／ナーツィヤ」、「亜民族／ナロードノスチ」、「種族／プリェーミァ」の三つに分類し、民族を階層（ヒエラルキー）化することにより固定化させようとした；
①「民族」は国家を持ち、ソ連邦離脱も許されていた（バルト3国が、これを根拠に独立を主張できた）
②「亜民族」は自治共和国を持ち、独自の憲法を持つことができるが、ソ連邦からの離脱はできない
③「種族」は自治州や自治管区で自分たちの言語を使い、独自の文化を持つことはできる、独自の憲法を持つ権限はない
＊これらの区分は、実際はかなり流動的であった（例えばウクライナの東部や南部に住んでいる人は日常ロシア語を話しており、ウクライナの中の「亜民族」となっていたと考えられる
＊スターリン的な民族意識は、無意識に日本人にも住みついている。例えばアイヌ人は「種族」であり、沖縄は「亜民族」であるというイメージは、正にスターリン的な民族意識と言える
３．「民族」は作られるか　---　アンダーソンの「想像共同体」批判
＊ナショナリズムには実体的な根拠など無い。全てはイメージの産物に過ぎない
＊国民の定義：国民とはイメージとして心に描かれた想像の政治共同体であり、言語や地理的、経済的共通性はない
＊1979年中越戦争では、交戦当事国の中国と、ベトナムはいずれもその独立性と革命性において疑う余地のない体制を持つ国でありながら、マルクス主義特有の理論的観点からこの戦争を正当化しようという試みが為されなかった（ベトナムがカンボジアに侵攻した為、中国がこれを懲罰するという名目でベトナムに侵攻した）、という点で歴史的意義を持っている。つまり、冷戦下で想定されていた戦争というのは、東西両陣営間のイデオロギーをめぐる争いだった
＊1956年のハンガリー動乱や、1968年のチェコ事件ではソ連が社会主義国に対して軍事介入を行ったが、これは社会主義陣営全体の利益に反する場合は、個別の国の主権は制限される場合がある、という説明を行っています

＊国民とは「イメージとして心の中で想像したものである」。国民を構成する一人ひとりは、他の大多数の同胞を知ることも、会うことも、彼らについて聞くこともなくても、一人ひとりの心の中には共同のイメージが出来ている。
＊例えば、2015年にイスラム国でジャーナリストの後藤健二さんが殺害されたとき多くの日本人は義憤にかられましたが、殆どの国民は彼に会ったことも無く、彼の活動も知らなかったのに、大多数の日本人の心の中には、彼の死が同胞に対して起きている危機だという心が生まれます
＊また、尖閣諸島にしても、殆どの人が一生の間で一度も行くことが無いにも拘わらず、日本人の「想像の共同体」の中で、「尖閣」が重要な位置を占めてしまいます。これは韓国人にとっての「独島／竹島」や「慰安婦」も同じことが言えます
＊アンダーソンは、この「想像の共同体」は「文化的人造物」だとしています。民族の形成で鍵を握るものは、新聞や小説といった「出版資本主義」です。アンダーソンは、新聞を「一日だけのベストセラー」と表現している
＊例えば、ある離島にAさんとBさんが住んでいたとして、A国とB国との間で戦争が始まっても、AさんとBさんには関係がないから仲良く暮らしているが、そこにヘリコプターでそれぞれの国の新聞を落としていくと、二人はただのAさん、Bさんではなくなって敵国民同士となってしまう。つまり、新聞が自分たちの想像の共同体をつくる出すことの非常に重要なツールのなる
＊徳川時代までは、各地方で話されている言葉は多様でお互いに通じず、漢文を書いて意思疎通を図っていた。現在の標準語は書き言葉から生まれたと言われています。明治時代は大出版ブームで、正岡子規による写生文、円朝の落語本などから全国に標準語として広まっていった。
＊絶対君主になろうとした王たちが、行政中央集権化の手段として採用した特定の俗語が、ゆっくりと地理的に不均等に拡大していったが、アンダーソンはこれを「行政俗語」と呼んだ。「行政俗語」が「国家の言葉」になっていくことになる
＊もう一つアンダーソンが重視する概念が、「公定ナショナリズム」すなわち、”上からのナショナリズム”、あるいは「統治のためのナショナリズム」です
＊19世紀にヨーロッパを席巻したナポレオン戦争、アメリカの独立戦争などを見てヨーロッパの君主たちは、国家を強化する部品としてナショナリズムを導入しようとした。しかし、ここで問題となったのは、ヨーロッパの王朝や帝国は、もともと「民族」の原理ではできていなかった。例えば、イギリスのハノーバー朝はドイツ人で英語も話せなかったし、スイスが起源のドイツ系のハプスブルグ家が、オーストリアだけでなくスペインやイタリア、チェコを治めていた。中でも大変だったのはロシア
＊ロシアの貴族たちは基本的に不在地主で、サンクトペテルブルクやモスクワに住んでおり、普段はフランス語を話し、ロシア語は書けるけど上手に話せないというのが普通であった。つまり、支配階級が既に文化的にはハイブリッドであった（エカテリーナ二世自体ドイツの出身）
＊つまり、権力の中心に忠誠を誓っているかどうかが重要で、宗教や肌の色が何であろうが気にしない、というのがロシア帝国の基本的な原理でした
＊19世紀半ばまでに、全てのヨーロッパの君主が「国家語」としてどこかの俗語を採用し、国民的理念を築き上げようとした。ロマノフ家は、彼らが大ロシア人であること、ハノーバー家は自分たちがイギリス人であること、ホーエンツォレルン家はドイツ人であることを発見した
＊アンダーソンは、日本人についても、朝鮮半島にルーツを持つ王朝が、近代になって日本の民族の代表として衣替えをした、として日本人も上から作られた民族なんだという見方をしている
＊イギリスの正式名称「グレートブリテンおよび北アイルランド連合王国」には民族を表す言葉はどこにも入っていない。イングランド人、スコットランド人、ウェールズ人、アイルランド人はるが、グレートブリテン人や北アイルランド人はいない
＊つまり、イギリスは「民族」を国家原理の中心に置くことなく、近代以前からの王・女王の元に国民を統合してきました
＊フランス革命は、近代的な意味で組織された党派や運動によってなされたものでも、指導されたものでもない。出版資本主義のお陰でフランスの経験は、人類の記憶から消去できなくなり、さらにそこから学習することもできるようになった。そこから一世紀を経て理論化し実地に実験するなかからボルシェビキが登場し、彼らが「革命」を計画し、成功させた
＊レーニン本人の書いたものを読むと、ロシアでの事態を、フランス革命のアナロジーで見ている。従って、ケレンスキー政権の2月革命は、ジロンド派による権力奪取であり、レーニン達ボルシェビキはジャコバン派になる
＊同じ言語を使う人たちの間で、直感されるものを共有する共同体、それが「民族」になる。個人個人が目には見えない「日本」を感じ、それが共有できると、そのグループは「日本人」になる。ナショナリズムは宗教に極めて近似していると考えられる
＊従って、現代の国家の中には、必ず宗教的な要素、絶対神の要素が入っている。日本で言えば、靖国神社がそれにあたる。靖国神社に祀られている英霊は、神道というよりはプロテスタント系のキリスト教に近いのでないかと思われる
４．ゲルナー「民族とナショナリズム」の核心
＊ゲルナーは、ナショナリズムに関する誤った考え方は以下の4つに集約できると述べている；
①ナショナリズムは自然で、自明で、自己発生的なものである。もし存在しないとすれば、それは強制的に抑圧されているからに違いない　⇒「原初主義」的な立場
②ナショナリズムは観念の産物で、悔やむべき不測の出来事によって生まれたものに過ぎない。ナショナリズムなしでも政治は成り立つ　⇒　典型的な「道具主義」的な立場
③本来、階級闘争に向けられるべきエネルギーが、間違って民族運動に向けられてしまった　⇒「マルクス主義」への皮肉
④ナショナリズムは暗い神々、先祖の血や、土の力が再出現したものである　⇒「ナチズム」の考え方
＊「ナチズム」の考え方を決して侮ることはできない。例えば、沖縄の琉球民族独立総合研究学会には、琉球民族のみしか会員になれないという規定がある。これは一種の人種条項であり、「血と土の神話」そのもの
ゲルナーの民族の定義；
①人と人とが、同じ文化を共有する場合のみ、同じ民族に属すると言える。その場合、文化が意味するものは、考え方・記号・連想・行動とコミュニケーションとの様式から成る一つのシステムである
②人と人とが、お互い同じ民族に属していると認知する場合にのみ同じ民族に属する。言い換えれば、民族とは人間の信念と忠誠心と連帯感によって作り出された人工物である
＊一般的に、①に重点があるのは比較的に大民族で、②の「意思」が強調されるのは、大民族の領域の中にいる小民族という傾向がある
＊大多数の日本人は①の感覚であるが、沖縄の場合は②の比重が高いと思われる
＊ゲルナーの民族理論の大きな長所は、経済という視点を持っていること。人類の歴史を「前農耕社会」、「農耕社会」、「産業社会」の三段階に分けて議論を展開している
＊前農耕社会である採集狩猟集団は、国家を構成する様な政治的分業を受け入れるには余りにも小規模で国家にはならない
＊農耕社会では、国家はあってもなくてもよく、国家の形態自体も著しく多様であった。また、職業も専門化されていて、地縁や血縁など様々な縛りの中で生きる身分制の社会となる。この社会では敬語が極めて複雑に発達する
＊産業社会では、国家の存在は必須であり、信じがたいほど複雑で全面的な分業と協働に頼らなければ生活を維持できない。この社会で人はどんな職業についてもいいし、何処に住んでもいい。この結果、国家は膨大な社会的インフラストラクチャーの維持、監督を行わねばならなくなる。中でも、教育制度は国家の重要な一部となり、文化的・言語的媒体の維持が教育の中心的な役割となる
＊ゲルナーは、近代の産業社会になって、人間が均質化することによって「民族」が生まれたと論じている

＊どんな特徴でも差別の対象になる訳ではなくて、差別が既に社会に定着してしまっている場合に深刻な問題となる。差別が構造化してくると、それを克服するために分離独立運動が出て来る
＊イレデンティズム（Irredentism）とは「民族統一主義」と訳されることが多いが、離れてしまったもとの民族との一体化を目指す「遠距離ナショナリズム」です。故郷を離れ、観念の中で組み立てられた、理想化された民族主義というものは、ものすごい力を持つ。それが分離運動や独立運動になっていく
＊産業化は流動的で文化的に同質的な社会を生じさせ、その社会は以前の安定的で階層化され教条的で絶対論的な農耕社会には通常欠けていたような、平等主義への期待と渇望とを持つ
＊平等主義への期待があるなかで、不平等な現実、苦難があり、しかも願望するものの未だ実現しない文化的同質性によって潜在的な政治的緊張が深刻なものとなる。支配者と被支配者、特権を持つ人々と、特権を持たない人々を分ける適当な象徴や識別マークを掴むことができれば、民族やナショナリズムが形成されていく
＊つまり、為政者に要求されることは、この差別を如何に胡麻化すかということになります
ヘイト本について；
＊現在書店の新刊書のコーナーには、反韓、反中、反沖縄、反米などの所謂「ヘイト本」、「日本礼賛本」、「自己啓発本」が沢山並べられている。中でも、「ヘイト本」、「日本礼賛本」の類は、ナショナリズムという観点からは重大な問題となる。アンダーソンが論じている様に、「民族」や「ナショナリズム」を形成するには出版の力が非常に大きい。戦前（1930年代）の日本でも、これに似た出版状況だった（例：「日本人の偉さの研究／先進社」）。オーウェルの小説「1984年／ハヤカワepi文庫」で、独裁者ビッグブラザーが支配する超監視社会での三つのスローガン「戦争は平和である。自由は隷属である、無知は力である」が町のあちこちに貼られている情景が書かれている。ヘイト本の山を見ていると、思わず「無知は力なり」と呟きそうになる
５．民族理論でウクライナ問題を読み解く
＊ウクライナ問題には、地政学、言語、宗教、教育、経済など、これまでの民族理論で登場したあらゆる要素が複雑に絡み合っている
＊ウクライナは人口5300万人、約100の民族が住んでおり、そのうち主だった民族の人口は、ウクライナ人が3700万人、ロシア人が1100万人、ユダヤ人が50万人、ベラルーシ人が45万人である
＊ウクライナの東の方に行くと、住民の殆どがロシア語をしゃべっているが、日常生活を送るうえでは、自分たちがウクライナ人かロシア人かなんて考えていなかった。しかし、2013年頃からウクライナとロシアの間が緊張してきて大変な状態になってきた
＊ロシア人の歴史では、988年、キエフ大公国（キエフ・ルーシ）のウラジミール公が現在のウクライナの首都キエフでキリスト教の洗礼を受けた。その後モンゴル・タタールが攻め込んできたためにロシアの中心をモスクワに移し発展してきた（⇒ウクライナは元々ロシア）
＊ところが、ウクライナ人の歴史では、キエフ大公国の伝統は、ウクライナの西側にあるガリツィア地方に行って、ガリツィア公国に引き継がれ、これがウクライナの国の基になったと考えている（⇒キエフ大公国の正統を受け継いでいるのはウクライナ）
＊このガリツィア公国（ウクライナ西部）は、14世紀にポーランド領に編入（～18世紀）、その後オーストリア・ハンガリー帝国に編入、第一次世界大戦後に再びポーランドの一部になり、第二次大戦後にはソ連に組み込まれた。つまり、ポーランド人からすれば、自分たちの影響下にある辺境と思っている
＊ロシア語でもポーランド語でもウクライナは「田舎」という意味
＊東部はロシア帝国に組み込まれ、もともとはウクライナ語を話していたが、19世紀に帝政ロシアがロシア化政策を進め、ウクライナ語の使用を禁止した（←アンダーソンの言う「公定ナショナリズム」）により、殆どの人がロシア語を話すようになっていった
＊一方、ウクライナ西部はオーストリア・ハンガリー帝国の一部になっていた為、帝国の方針により、それぞれの民族の言語、文化は強制されず、民族のアイデンティティは失われなかった
＊ソ連時代になると、ウクライナ（西部＋東部）は悲惨な運命を辿る。最大の悲劇は1930年に始まった「農業集団化」の強制であった。ロシアの村は「ミール／農村共同体、世界、平和という意味」といい、土地の私有制もなく土地は皆のものだったため「農業集団化」は比較的簡単であったが、ウクライナには土地の私有制があり、「農業集団化」には抵抗が激しかった。農民のサボタージュが相次いだことに対し、スターリンは強制移住や飢餓状態になっても小麦の徴発を行ったりしたため、400万人位の餓死者が出たと言われている。1980年代の終わりに「アガニョーク（ともしび）」という雑誌に、肉屋に人間の肉がぶら下がっている写真がでている
＊第二次大戦が始まると、ナチスドイツが侵入し、民族独立を保証することで「ウクライナ解放軍」を募集したところ30万人がこれに応じた。一方、ソ連赤軍に応じたウクライナ人は200万人で、同じ民族が二つに分かれて殺し合うことになった
＊その後、ドイツは独立の約束を守らず、炭鉱や工場の重労働に服させたため、戦争の末期になると「ウクライナ解放軍」は反ナチスの立場で独立運動を始めた
＊現在、西部のガリツィア地方を中心に活躍している「スヴォボダ／ウクライナ語で“自由”という意味」という政党は、ナチスの親衛隊によく似た旗を掲げ、血や民族の名誉を大切にしているが、この政党が2014年のクーデターには重要な役割を担った
＊第二次大戦後は、ガリツィヤ地方も含めソ連の一部となった。宗教的にはカトリックのユニア協会（ロシア正教に似ている）で、自発的にロシア正教への併合を望んだ
＊しかし、「ウクライナ解放軍」の一部は、1950年代後半になっても、山籠もりして抵抗を続けていた。またソ連支配を潔よしとしないウクライナ人たちは、カナダの西部に移住（少なく見積もって40万人、多くて140万人）した。このため、カナダで話されている言語のうち、英語、フランス語に次いでウクライナ語が多い
＊ソ連は、ガリツィア地方への外国人の出入りを厳しく制限し、ガリツィア地方住民の出国も禁止していた。1985年にゴルバチョフが登場し、経済が破綻状態になった80年代終わりには人の往来を自由にしたため、国外から流入するマネーが絶大な力を発揮するようになった
＊ウクライナの独立運動（ルフ／ウクライナ語で「運動」を意味する）は西と東とは全く別々に発展してゆく
＊西ウクライナの独立運動を支えたのは、カナダのウクライナ人。西ウクライナの民族運動家は、ソ連からの分離独立運動を仕事としていけるようになった
＊これに似ているケースは、かつてのIRA（北アイルランド共和軍）。これをサポートしていたのは、ニューヨークで成功したアイルランド系のアメリカ人
＊1991年、ソ連が崩壊してウクライナは国家として独立した。公用語はウクライナ語になるものの、東部地域、南部地域、クリミアではロシア語学校が主流で、例外的にロシア語で教育が行われていた。独立しても東部のウクライナ人のアイデンティティはまだ決まっておらず、自分がウクライナ人であるか、ロシア人であるか、依然として意識していなかった。それでも生活には全く問題が無かった
＊2014年、ソチ・オリンピックの最中に、スヴォボダを含む民族派が、武力クーデターによって権力を握ってしまった（オリンピック期間はロシアが介入できないと読んでの行動）。権力を奪った直後、ロシア語を公用語から外したが、翌日にはこれを撤回したものの、これがウクライナ内戦の引き金になってしまった
＊ウクライナ語だけが公用語になると、東ウクライナでロシア語しか喋れない公務員は全員解雇されることになる。また、東ウクライナは国有企業が多いので、ウクライナ語が自由に操れない管理職部門の人も職にとどまれなくなる。従って、公用語の問題は生活に直結する大問題な訳です
＊また、経済問題も深く絡んいる。ウクライナは西に行くほど山岳地帯となって貧しいのに対し、東側はインフラも整備され物資の供給も豊富。こうした状況から、東ウクライナの行政機関を自分たちの手から離さないこととして籠城を始めた。
＊これに対して、トゥルチノスという大統領代行は、行政機関を占拠しているのはテロリストだとして空爆してしまった。これが契機となって東ウクライナは武装を開始した
＊これを見て、国境地帯で演習を行っていたロシア軍の兵士が、義勇兵として戦闘に参加することになった
＊ロシアという国は、国境に対して「線」ではなく、国境の先に緩衝地帯という「面」を求める。因みに、かつてモンゴルがソ連に加盟したいと言ってきたが、ソ連はそれをさせなかった。何故ならモンゴルがソ連になると、中国との間に長い国境線ができてしまう。中ソ間で国境紛争が起きない様にモンゴルという緩衝地帯を必要とした訳である
＊日本の北方領土問題でも、択捉島の南に国境線を引くという考えは素人の考えで、玄人は、歯舞、色丹、国後の3島返還で海という緩衝地帯を設けると考える
＊こうしてウクライナ問題を詳しく分析してみると、ナショナリズムというものの怖さ、危険な部分が幾重にも折り重なっていることが分かる。従って、アンダーソンの様な「道具主義的民族論」は机上の空論であると言わざるを得ないことになる
エスノクレンジングについて；
＊民族問題がこじれてしまうと非常に解決が難しくなる。一つの確実な解決策は、紛争地域から少数民族を排除していく（エスノクレンジング）こと。これはとても危険な方向であるものの、現実にこうして民族問題を解決している事例は沢山ある
＊現在、東ウクライナでは、新ロシア勢力によるドネツク人民共和国と、ルガンス人民共和国ができ、実質的にウクライナ政府の管轄から外れている。ここから、ウクライナ人のアイデンティティを主張する人が居なくなれば、民族問題は解決する。とんでもない議論のように見えるが、現実に進行している事態
＊また、アゼルバイジャンとアルメニアが争っている「ナゴルノ・カラバフ自治州」についても、現在ではナゴルノ・カラバフのアゼルバイジャン領に住んでいるアルメニア人は1人もおらず、またアルメニア側に住んでいるアゼルバイジャン人も一人もいない。最早、ナゴルノ・カラバフがどちらのものだったかと説いてもナンセンスな事。和平交渉は進んでいないものの、ある意味でエスノクレンジングは完成したと考えられる
＊セルゲイ・アルチューノフというロシアの民族学者が、「民族衝突が起きると、あるピークに行くまでは、人為的には抑えられない。こうした衝突が起きた場合に周辺地域がやることは重火器が入らないようにするだけで、あとは当事者同士を徹底的に戦わせるしかない」と言っている
＊流血の道に至らないで、民族問題を解決できる道もあり、それは教育。チェコスロバキアがチェコとスロバキアに分裂する時は流血が起きなかった。それを可能にする要因の一つに、チェコスロバキアでは、他文化、他民族を認める教育を徹底していたことが挙げられる。一方、ユーゴスラビアでは、全く対極的な道を歩んでしまった。ユーゴスラビアは「七つの国境、六つの共和国、五つの民族、四つの言語、三つの宗教、二つの文字、一つの国家」と言われるように、極めて複雑な民族ナショナリズムがぶつかり合っていた地域で、第二次大戦後、「ユーゴスラビア人」という新しい民族ができたのだという虚構によってスタートした国家だった。それが分裂の際には、同じ「ユーゴスラビア人」だったはずの人々が血まみれの殺し合いを繰り返した
６．民族理論で沖縄問題を読み解く　―――　アントニー・スミス「エトニー」概念から考える
＊アントニー・スミスはイギリスの社会学者で、ゲルナーの弟子にあたる。現実の政治を如何に説明できるか、という点で「使えるナショナリズム論」になっている。以下は、彼の著書である「ネイションとエスニシティ／名古屋大学出版会」という本をベースに論を進める
「エスニシティ／Ethnicity」とは；
言語や，社会的価値観，信仰，宗教，食習慣，慣習などの文化的特性を共有する集団における，アイデンティティないし所属意識，さらに歴史を共有する意識をさす人類学用語。「民族性」と訳されることもある
エトニーとは；

①「名前を持った人間集団」： この名前によってエスニックな共同体の人々は、自分たちを他の集団と区別し、自分たちの「本質」を確認する
＊名前を剥奪されたエトニーとしてクルド人が挙げられる。トルコは自分たちの国にはクルド人はいないとして、「山岳トルコ人」と呼んでいた。しかし、一度名前が剥奪されても、名前が戻ってくることもある
②「出自や血統に関する神話」：成員にとって、エスニックな紐帯間や感情の奥にある鍵となる要素である。日本人にとっては、「万世一系の天皇家」がこのイメージの中心になる
＊融合され念入りに仕上げられた神話は、エスニック共同体に対して、意味の総合的な枠組みを与える神話力となって、共同体の経験に「意味付け」を与え、共同体の「本質」を規定することになる。この様な神話力なくしては、いかなる集団も、自分たち自身あるいは他者に対して、自己規定することができず、共同行動を鼓舞することも、指導することもできない
＊北朝鮮にはピョンヤンの郊外にピラミッドがある。これは20数年前、5000年前の王、檀君の骨がそっくり発見されたということで、後からピラミッドを作った訳
③「歴史の共有」：エトニーとは、共有された記憶の上に作り上げられた歴史的共同体。共通の歴史を持つという意識は、世代を超えた団結の絆を作り出す。それは後の世代にも自分たちの経験の歴史的な見方を教えることになる
④「独自文化の共有」：エトニーは、その成員を互いに結び付け、同時に部外者から切り離すことを助ける様な、一つあるいはそれ以上の「文化」的要素を持っている
＊日本では今でも毎年、三割以上の人たちが紅白歌合戦を見る。それによって、ナショナリズム、エトニーが再生産されている
⑤「ある特定の領域との結びつき／地縁」：エトニーは、常にある特定の場所、あるいは領域との絆を持っている。エトニーの成員は、それを「自分たちの」領域と呼ぶ。彼らは通常、その領域に住む。そうでない場合でも、その地への結びつきは、まさしく強力な記憶である。あるエトニーが物理的にその領土を所有する必要は、必ずしもない。重要なのは、象徴的な地理的中心地、聖なる地、郷土を持つことである。エトニーの成員が世界中に散らばり、数世紀も前にその郷土が失われてしまったときでさえも、象徴的に帰還することの出来る場所を持つことが、重要である
⑥「内部での連帯感」：エトニーは、共通の名前・血統神話・歴史・文化・領土、これ等への結びつきを持つような人間の集団というだけではなく、同時に、しばしば博愛主義的な制度として表現される様な、確固としたアイデンティティと連帯感を持つ共同体である。つまり、非常時や危急の際に、共同体内の階級的、党派的、知己的（互いにに理解し合っている親友の様な間柄）な関係の分断を乗り越えてしまうような、強力な帰属意識と連帯が必要
沖縄にエトニーの定義を当て嵌めてみると；
＊沖縄は、ウチナー、沖縄、琉球という名前を持っている⇔①。共通の血統神話を持っている⇔②、歴史も共有している⇔③、独自の食べ物や琉球語という形での言語文化も持っている⇔④、沖縄という領域と結びついている⇔⑤、基地問題をめぐっては、「オール沖縄」というスローガンが出てきて、大方の沖縄県人が結集している⇔⑥
＊つまり、ちょっとした条件が変化すると沖縄の人々は「民族」になり得ることになる
＊現時点で、沖縄人の大多数が琉球語を話せなくても問題は無い。将来琉球語を話すという意思さえあれば、それで十分。これは、チェコでも、イスラエルでも、アイルランドでもそうでした。言語の回復を目指すという動きが出て来る時は、ナショナリズムは相当進み始めているとみていい
＜参考＞ 琉球語の文章
アレーヌーヤガ。アヌフシヌナーヤ、ニヌファブシヤサ。ユルフニアラスルトゥチネー、アリガミアティヤンドー。ヤンナー、アンシフシヌチュラサンヤー。ヤサ。チューヤアナバタヤッタサー
＊沖縄に仮名や漢字の文化が伝わったのは13世紀終りごろと言われている。1531年から約100年かけて「おもろそうし（全22巻、1554首）。」という歌謡集が作られた
＊その中に、1609年に薩摩が琉球入りした時に、琉球王府が日本を呪っている歌が入っている：無礼な日本人どもを、ニライカナイの底（一度入ると永久に出られない所）に封じ込めよ。心の中で琉球に対する悪意を考えるならば、たちまち気力がなくなるようになれ。大地に叩き落として、完全に捨て去ってしまえ。天下、国中は、太陽の化身であるわが琉球王が支配している。その状況を回復せよ
＊沖縄では血のつながりが決定的に重要
沖縄と日本、二つの幕末・明治；
＊沖縄にあっては、明治維新は重要ではありません。国際条約において、琉球は国家として諸外国に認められていました。1954年の琉米修好条約、1855年の琉仏修好条約、1859年の琉蘭修好条約が結ばれているにも拘らず、1879年の琉球処分によって、琉球王国の承認を得ることなく一方的に日本に併合されてしまいました
＊この問題を突き詰めていくと、日本への統合が合法的であったかどうか、という所まで、既に議論はエスカレートしてきている
＊日本（本土）から見ると、沖縄が他者だという認識がなく、自分たちの町にゴミ処理場を作るという感覚で基地問題を考えている。これではうまくいくはずがない
第二次大戦後の沖縄占領に際してアメリカが行った政策（謂わば植民地政策）；
＊1944年、沖縄統治のために、米軍が文化人類学者のジョージ・マードックに作らせた調査資料（現在、沖縄県教育委員会の「沖縄県史・資料編」に収められている）は非常によくできている
＊米軍が進駐してきた時に、軍政府の将校たちは、この資料を参考に統治を行った

＊調査の対象は、「民族的起源」、「身体的特徴」、「琉球語」、「態度と価値観」、他、などが網羅されている
＊例えば、「民族的立場」という項目には：日本人と琉球島民との密着した民族関係や、近似している言語にも拘らず、島民は日本人から平等だとは見做されていない。琉球人はその粗野な振る舞いから、いわば田舎から出てきた貧乏な親戚として扱われ、色々な方法で差別されている。一方、島民は劣等感などまったく感じておらず、むしろ島の伝統と中国との積年に亘る文化的なつながりに誇りを持っている。よって、琉球人と日本人との関係に係る固有の特徴は潜在的な不和の種であり、この中から政治的に利用できる要素を作ることができるかもしれない。島民の間で軍国主義や、熱狂的な愛国主義はたとえあったとしても、わずかしか育っていない
＊アントニー・スミスは、少数派のエトニーと、中央政府の間で起きる紛争について、次のように論じている：支配的なエスニックの共同体が、自分たちの伝統を、その国家の他のエスニックに強制しようとしがちになる。こうなると、通常、軽視され、あるいは抑圧されているエスニックの分離主義に火がつくことになる。これは現在の沖縄で起きていることを見事に説明している
＊明治政府はもっと民族問題に敏感だった。薩長土肥という少数派が支配する体制の中で、多くの反乱が起きたこともあり、明治政府は国家統合のために物凄い努力をした。全国に学校、病院を作り道路や橋を整備した。その結果、沖縄以外の日本においては均質の日本人を作り出すことに成功した。
＊そうして作り出された99%の日本人だから、もう民族問題など存在しないと信じていて、少数派の気持ちが恐ろしい程分かっていない
琉球独立論の陥穽；
＊今や沖縄は自己主張を始めているが、十分に練り上げられていない。中では、龍谷大学教授・松島泰勝氏の「琉球独立宣言（講談社文庫）」は一番完成度が高い
＊松島氏は石垣島出身で早稲田大学・大学院時代に島嶼経済を研究テーマにし、ニューカレドニアの経済と独立運動との関係について研究する中で、同島のフィールドワーク行った際、琉球と同島を重ね合わせながら独立の意味と可能性を考えていた。卒業後、外務省に入省してグアムやパラオで勤務する中で、徐々に自分は琉球人という独自民族の一員だという自己意識を強めてきた。
＊グアムは全島の三分の一は米軍基地が占拠し、島外企業が観光業を支配しており、琉球と非常によく似た島である
＊パラオでは人口はグアムの十分の一しかないが、国であることにより、パラオ人が島の政治経済や社会において決定権を持ち、他国の政治や企業による介入や支配を許さない法制度が完備していた
＊沖縄独立宣言は、日本に対する琉球人の怒りの現れだが、決して机上の空論ではない。2013年には、独立を具体的に研究し、実践活動をする琉球民族独立総合研究学会が設立された
＊筆者（佐藤優；母親が沖縄出身）は独立論に最も強く反対している。民族はエリート（沖縄県知事、県会議員、琉球新報・沖縄タイムス、琉球朝日放送、など）が思うようには生まれないが、国家という人工物は一部の支配層がでっちあげることは可能。筆者が経験したソ連の崩壊や東欧諸国の独立運動から得られた認識を基に考察すれば、沖縄の独立論は圧倒的大多数の民衆とは関係無いし、民衆を不幸にする可能性の方が高いと考えている。従って、大多数の日本人に向けて、沖縄の立場、沖縄の現状を説明し、国家統合の崩壊を食い止めたいと考えている
今こそ民族問題を学ぶべき；
＊筆者がソ連崩壊時に知り合ったサーシャという男がいる。彼は、ロシア人でありながらラトビアに対する植民地支配を止めるべきだとして学生運動を組織し、ラトビア人民戦線を結成してその機関紙（「アトモダ（覚醒）」という）の編集長もやった。しかし、独立後、ラトビアから「好ましからざる人物」としてラトビア国籍を剥奪され、追放されてしまった。現在、彼はプーチン側近のブレーンになって、ウクライナのドネツクとガンスクの傀儡政権創設の手伝いをしている
＊独立したラトビアは、ロシア人をポストから全て追い出すために、ラトビア語の試験を受けて合格した者にしか国籍も付与せず、社会保障も一切与えないことにしてしまった。その結果、ラトビアには無国籍証明書というおかしなパスポートがあり、ロシア人は皆これをあてがわれている
＊この結果を見てみると、やはり自分の出自の民族から離れたところで、他の民族に過剰に同情する形での民族運動はどうしても無理がある。同情する人に勧めるのは、極力触らない方がいいということ。つまり、当事者性の無い人はよそのナショナリズムに関与しないというのは、守るべき一線ではないかと考えている
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